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(57)【要約】
【課題】画像プロセッサが有するプログラマブル集積回
路等のデバイスに対応した適切なプログラムデータを用
いることができる内視鏡装置を提供する。
【解決手段】プログラムデータ記憶部13は、論理回路20
の構成を決定するプログラムデータを記憶する。メモリ
制御部11は、プログラムデータ13をプログラムデータ記
憶部10から読み出して画像プロセッサ2に送信する。コ
ンフィギュレーション制御部22は、内視鏡スコープ1か
ら送信されるプログラムデータ13が論理回路20に対応し
ているか否かを判定し、プログラムデータ13が論理回路
20に対応していると判定された場合に、プログラムデー
タ13に基づいて論理回路20の構成を制御する。
【選択図】図１



(2) JP 2013-150666 A 2013.8.8

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡スコープおよび画像プロセッサを有する内視鏡装置であって、
　前記内視鏡スコープは、
　画像信号を生成する撮像部と、
　デバイスの構成または動作を決定するプログラムデータを記憶する記憶部と、
　前記プログラムデータを前記記憶部から読み出して前記画像プロセッサに送信する送信
部と、
　を有し、
　前記画像プロセッサは、
　前記画像信号を処理するデバイスを有する処理部と、
　前記内視鏡スコープから送信される前記プログラムデータが前記処理部のデバイスに対
応しているか否かを判定し、前記プログラムデータが前記処理部のデバイスに対応してい
ると判定された場合に、前記プログラムデータに基づいて前記処理部のデバイスの構成ま
たは動作を制御する制御部と、
　を有することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記記憶部は、書き換え可能な不揮発性メモリであることを特徴とする請求項１に記載
の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記内視鏡スコープは、前記画像プロセッサから送信されるプログラムデータを受信し
、受信した前記プログラムデータを前記記憶部に書き込む受信部をさらに有し、
　前記制御部は、前記内視鏡スコープから受信した前記プログラムデータが前記処理部の
デバイスに対応していないと判定された場合に、外部の装置からプログラムデータを取得
し、取得した前記プログラムデータに基づいて前記処理部のデバイスの構成または動作を
制御し、取得した前記プログラムデータを前記内視鏡スコープに送信する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記送信部は、前記記憶部に記憶されている前記プログラムデータが対応しているデバ
イスの識別情報を前記画像プロセッサに送信し、
　前記制御部は、前記内視鏡スコープから受信した前記識別情報に基づいて、前記内視鏡
スコープから送信される前記プログラムデータが前記処理部のデバイスに対応しているか
否かを判定する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記プログラムデータが前記処理部のデバイスに対応していると判定さ
れた場合に、前記プログラムデータに基づいて、前記処理部のデバイスの構成のプログラ
ミングを行い、プログラミングが失敗した場合に、前記プログラムデータの再送を要求す
る再送信号を前記内視鏡スコープに送信し、
　前記受信部は、前記画像プロセッサから送信される前記再送信号を受信し、
　前記送信部は、前記再送信号が受信された場合に、前記プログラムデータを前記記憶部
から読み出して前記画像プロセッサに再送信する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記送信部は、前記再送信号が受信された場合に、送信速度を落して前記プログラムデ
ータを再送信する
　ことを特徴とする請求項５に記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記送信部は、前記プログラムデータを複数に分割したそれぞれの分割データを複数回
ずつ送信し、前記プログラムデータの再送を要求する再送信号が受信された場合に、前記
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それぞれの分割データを複数回ずつ再送信し、
　前記制御部は、前記内視鏡スコープから前記分割データを受信し、前記プログラムデー
タにおける同一位置の前記分割データ同士を比較し、不一致を検出した場合に前記再送信
号を前記内視鏡スコープに送信する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理を行うデバイスの構成または動作を決定するプログラムデータに基
づいて、デバイスの構成または動作を制御する内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡装置では、観察する部位によって種々の内視鏡スコープが用いられており、内視
鏡スコープに設けられた固体撮像素子の種類に対応した個別の画像処理回路が画像プロセ
ッサには必要となる。従来の内視鏡装置では、種々の内視鏡スコープのそれぞれの固体撮
像素子に対応した画像処理回路を画像プロセッサに設け、画像プロセッサに接続された内
視鏡スコープに応じた機能を有するように画像処理回路の機能を切り替えることによって
、種々の内視鏡スコープに適した画像処理を施すことが可能である。しかしながら、それ
ぞれの固体撮像素子に対応した画像処理回路のすべてを用意しなければならず、回路の複
雑化、回路規模の増大といった問題がある。
【０００３】
　このような問題を解決する一例として、内部の回路構成をプログラムデータにより変更
可能なFPGA（Field　Programmable Gate Array）などのプログラマブル集積回路を用いて
、画像プロセッサに接続される内視鏡スコープに対応した画像処理回路の構成を書き換え
ることが行われている。例えば、特許文献１では、画像プロセッサ内のプログラマブル集
積回路（特許文献１ではＬＣＡ（Logic Cell Array）と記載されている）を、内視鏡スコ
ープ内に保持されたプログラムデータを用いて構成することにより、画像プロセッサに接
続された内視鏡スコープに対応した画像処理回路を構成する内視鏡装置が提案されている
。
【０００４】
　特許文献１では、それぞれの内視鏡スコープが、それぞれの内視鏡に応じた画像処理回
路を構成するプログラムデータを所持している。このため、画像プロセッサは、それぞれ
の内視鏡スコープに対応した画像処理回路を構成できるだけの回路規模を備えるプログラ
マブル集積回路を用意すればよい。ゆえに、回路の共通化および回路規模の削減が可能と
なり、画像プロセッサのコスト削減になるとされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平5-277065号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来技術では、内視鏡スコープ内のプログラムデータは画像プロセッサ内のプログラマ
ブル集積回路に対応していることが前提になっている。しかし、内視鏡スコープの種類も
画像プロセッサの種類も様々であり、１つの内視鏡スコープが複数の画像プロセッサに接
続されることがある。そのため、必ずしも内視鏡スコープ内にあるプログラムデータを用
いて全ての画像プロセッサ内にあるプログラマブル集積回路を構築できるとは限らない。
例えば、内視鏡スコープよりも画像プロセッサの方が後発で発売された場合、内視鏡スコ
ープ内のプログラムデータが想定しているプログラマブル集積回路よりも、画像プロセッ
サに搭載されているプログラマブル集積回路の方が新しい品種であり、プログラムデータ
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がプログラム集積回路に対応していないということが起こりうる。プログラムデータがプ
ログラマブル集積回路に対応していないと、プログラマブル集積回路に回路を構成するこ
とはできないため、内視鏡装置として正常に動作することができない。
【０００７】
　本発明は、上述した課題に鑑みてなされたものであって、画像プロセッサが有するプロ
グラマブル集積回路等のデバイスに対応した適切なプログラムデータを用いることができ
る内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、内視鏡スコープおよび画像プ
ロセッサを有する内視鏡装置であって、前記内視鏡スコープは、画像信号を生成する撮像
部と、デバイスの構成または動作を決定するプログラムデータを記憶する記憶部と、前記
プログラムデータを前記記憶部から読み出して前記画像プロセッサに送信する送信部と、
を有し、前記画像プロセッサは、前記画像信号を処理するデバイスを有する処理部と、前
記内視鏡スコープから送信される前記プログラムデータが前記処理部のデバイスに対応し
ているか否かを判定し、前記プログラムデータが前記処理部のデバイスに対応していると
判定された場合に、前記プログラムデータに基づいて前記処理部のデバイスの構成または
動作を制御する制御部と、を有することを特徴とする内視鏡装置である。
【０００９】
　また、本発明の内視鏡装置において、前記記憶部は、書き換え可能な不揮発性メモリで
あることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の内視鏡装置は、前記内視鏡スコープは、前記画像プロセッサから送信さ
れるプログラムデータを受信し、受信した前記プログラムデータを前記記憶部に書き込む
受信部をさらに有し、前記制御部は、前記内視鏡スコープから受信した前記プログラムデ
ータが前記処理部のデバイスに対応していないと判定された場合に、外部の装置からプロ
グラムデータを取得し、取得した前記プログラムデータに基づいて前記処理部のデバイス
の構成または動作を制御し、取得した前記プログラムデータを前記内視鏡スコープに送信
することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の内視鏡装置において、前記送信部は、前記記憶部に記憶されている前記
プログラムデータが対応しているデバイスの識別情報を前記画像プロセッサに送信し、前
記制御部は、前記内視鏡スコープから受信した前記識別情報に基づいて、前記内視鏡スコ
ープから送信される前記プログラムデータが前記処理部のデバイスに対応しているか否か
を判定することを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の内視鏡装置において、前記制御部は、前記プログラムデータが前記処理
部のデバイスに対応していると判定された場合に、前記プログラムデータに基づいて、前
記処理部のデバイスの構成のプログラミングを行い、プログラミングが失敗した場合に、
前記プログラムデータの再送を要求する再送信号を前記内視鏡スコープに送信し、前記受
信部は、前記画像プロセッサから送信される前記再送信号を受信し、前記送信部は、前記
再送信号が受信された場合に、前記プログラムデータを前記記憶部から読み出して前記画
像プロセッサに再送信することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の内視鏡装置において、前記送信部は、前記再送信号が受信された場合に
、送信速度を落して前記プログラムデータを再送信することを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の内視鏡装置において、前記送信部は、前記プログラムデータを複数に分
割したそれぞれの分割データを複数回ずつ送信し、前記プログラムデータの再送を要求す
る再送信号が受信された場合に、前記それぞれの分割データを複数回ずつ再送信し、前記
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制御部は、前記内視鏡スコープから前記分割データを受信し、前記プログラムデータにお
ける同一位置の前記分割データ同士を比較し、不一致を検出した場合に前記再送信号を前
記内視鏡スコープに送信することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、内視鏡スコープから送信されるプログラムデータが処理部のデバイス
に対応しているか否かを判定し、プログラムデータが処理部のデバイスに対応していると
判定された場合に、プログラムデータに基づいて処理部のデバイスの構成または動作を制
御することによって、画像プロセッサが有するプログラマブル集積回路等のデバイスに対
応した適切なプログラムデータを用いることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第1の実施形態による内視鏡装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第2の実施形態による内視鏡装置の構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の第3の実施形態による内視鏡装置の構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の第4の実施形態による内視鏡装置の構成を示すブロック図である。
【図５】本発明の第4の実施形態におけるプログラムデータの送信動作を示すタイミング
チャートである。
【図６】本発明の第5の実施形態による内視鏡装置の構成を示すブロック図である。
【図７】本発明の第5の実施形態におけるプログラムデータの送信動作を示すタイミング
チャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照し、本発明の実施形態を説明する。
【００１８】
　（第1の実施形態）
　まず、本発明の第1の実施形態を説明する。図1は、本実施形態による内視鏡装置の構成
を示している。本実施形態の内視鏡装置は内視鏡スコープ1と画像プロセッサ2を有し、画
像プロセッサ2に表示部3が接続されている。内視鏡スコープ1と画像プロセッサ2とは伝送
ケーブルで繋がっており、着脱可能な構造になっている。
【００１９】
　内視鏡スコープ1は、プログラムデータ記憶部10と、メモリ制御部11と、撮像部12とで
構成されている。画像プロセッサ2は、論理回路20と、表示制御部21と、コンフィギュレ
ーション制御部22とで構成されている。
【００２０】
　プログラムデータ記憶部10は、画像プロセッサ2が有する論理回路20の構成を、内視鏡
スコープ1に対応した構成にプログラミング（コンフィギュレーション）するためのプロ
グラムデータ13（回路データ）を記憶する。メモリ制御部11は、プログラムデータ記憶部
10からプログラムデータ13を読み出し、画像プロセッサ2に送信する。撮像部12は、光学
情報を電気信号に変換して画像信号を生成し、デジタル画像信号30として画像プロセッサ
2に出力する固体撮像素子を有する。
【００２１】
　論理回路20は、内視鏡スコープ1から出力されたデジタル画像信号30に所定の画像処理
を行い、処理後の処理後画像信号34を出力する。論理回路20は、FPGAで構成されており、
プログラムデータに基づいて内部構成を変更することが可能である。表示制御部21は、論
理回路20から出力された処理後画像信号34に基づいて、表示部3に画像を表示するための
表示画像信号35を生成し、表示部3に出力する。コンフィギュレーション制御部22は、内
視鏡スコープ1からプログラムデータ13を受信し、プログラムデータ13に基づいて、論理
回路20の内部構成を変更するコンフィギュレーションの制御を行う。
【００２２】
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　次に、論理回路20のコンフィギュレーションを行う際の内視鏡装置の動作を説明する。
コンフィギュレーション制御部22は、内視鏡スコープ1が画像プロセッサ2に接続されたこ
とを認識すると、内視鏡スコープ1の種別を識別する識別信号32に基づいて、接続された
内視鏡スコープ1の種別を判別すると共に、内視鏡スコープ1のプログラムデータ記憶部10
に保持されているプログラムデータ13が論理回路20に対応しているか否か、すなわちコン
フィギュレーションが可能であるか否かを判定する。
【００２３】
　識別信号32は、画像プロセッサ2で電源にプルアップされている。内視鏡スコープ1が接
続されると、識別信号32は内視鏡スコープ1内で接地される。よって、識別信号32は、内
視鏡スコープ1と画像プロセッサ2が接続されていない場合にプルアップによりHighレベル
となり、内視鏡スコープ1と画像プロセッサが接続された場合にLowレベルになる。コンフ
ィギュレーション制御部22は、識別信号32のレベルの変化を検出することで、内視鏡スコ
ープ1が画像プロセッサ2に接続されたことを認識することができる。
【００２４】
　また、識別信号32は数ビットからなる信号群であり、内視鏡スコープ1側で接地してい
るビットの位置が異なっている。コンフィギュレーション制御部22は、識別信号32のどの
ビットがLowレベルになっているかを知ることで、接続された内視鏡スコープ1の種別を判
別することができる。
【００２５】
　コンフィギュレーション制御部22は、論理回路20に対応した内視鏡スコープの識別信号
の情報（内視鏡スコープごとに識別信号32がLowレベルとなるビットの位置）を予めパラ
メータとして保持している。コンフィギュレーション制御部22は、この情報と、接続され
た内視鏡スコープ1の識別信号32から得られる情報とを比較し、接続された内視鏡スコー
プ1のプログラムデータ記憶部10に保持されているプログラムデータ13が論理回路20に対
応しているか否か、すなわちコンフィギュレーションが可能であるか否かを判定する。
【００２６】
　コンフィギュレーション制御部22が保持している情報が示すビット位置と、識別信号32
のLowレベルのビット位置とが一致した場合、コンフィギュレーションが可能であり、そ
れ以外の場合はコンフィギュレーションが不可能であると判定される。コンフィギュレー
ションが可能であると判定された場合、コンフィギュレーション制御部22は内視鏡スコー
プ1にデータ要求信号31を送信する。データ要求信号31を受信した内視鏡スコープ1のメモ
リ制御部11は、プログラムデータ記憶部10にアドレス14を出力し、プログラムデータ記憶
部10に保持されているプログラムデータ13を読み出して画像プロセッサ2に送信する。
【００２７】
　コンフィギュレーション制御部22は、受信したプログラムデータ13を論理回路20に出力
し、コンフィギュレーション制御信号33により論理回路20のコンフィギュレーションを実
行する。コンフィギュレーションが完了した後、論理回路20は、内視鏡スコープ1から受
信したデジタル画像信号30に所定の画像処理を行い、表示制御部21に処理後画像信号34を
出力する。表示制御部21は、処理後画像信号34を表示部3の表示タイミングで表示画像信
号35として出力する。表示部3は、表示画像信号35に基づいて、内視鏡スコープ1が撮影し
た画像を表示する。ユーザーは、表示部3に表示される画像を観察し、診断を行う。
【００２８】
　また、コンフィギュレーションが不可能であると判定された場合、コンフィギュレーシ
ョン制御部22は、表示部3に出力する表示画像信号35を切り替えるための表示切替信号36
を表示制御部21に出力する。表示制御部21は、表示切替信号36が入力されると、表示部3
に出力する表示画像信号35を、論理回路20で処理された処理後画像信号34から、表示制御
部21の内部で生成される所定の画像信号に切り替える。
【００２９】
　この所定の画像信号に基づいて表示部3で表示される画像は、例えば、画像プロセッサ2
に対応したプログラムデータが格納されたUSBメモリなどの外部記憶装置4を画像プロセッ
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サ2に装着する、あるいは画像プロセッサ2をネットワークに接続する、といった動作をユ
ーザーに促す内容の画像である。なお、外部記憶装置４は、例えば内視鏡スコープの購入
時に内視鏡スコープと同梱されているか、内視鏡スコープとは別途でメーカーから提供さ
れているものとする。
【００３０】
　外部記憶装置４には、プログラムデータ40と識別パラメータ38が事前に保存されている
。識別パラメータ38は、プログラムデータ40が対応している内視鏡スコープの種別を示し
ており、コンフィギュレーション制御部22が保持している、内視鏡スコープの識別信号の
情報に対応している。コンフィギュレーション制御部22は、外部記憶装置4が接続された
ことを認識すると、外部記憶装置4から識別パラメータ38を読み出し、識別パラメータ38
と、コンフィギュレーション制御部22が保持している情報とを比較し、接続された外部記
憶装置4に保持されているプログラムデータ40が論理回路20に対応しているか否か、すな
わちコンフィギュレーションが可能であるか否かを判定する。判定方法は、識別信号32に
基づく判定の方法と同様である。
【００３１】
　コンフィギュレーションが可能であると判定された場合、コンフィギュレーション制御
部22は外部記憶装置4からプログラムデータ40を読み出し、プログラムデータ40を論理回
路20に出力し、コンフィギュレーション制御信号33により論理回路20のコンフィギュレー
ションを実行する。コンフィギュレーションが完了した後、論理回路20は、内視鏡スコー
プ1から受信したデジタル画像信号30に所定の画像処理を行い、表示制御部21に処理後画
像信号34を出力する。表示制御部21は、処理後画像信号34を表示部3の表示タイミングで
表示画像信号35として出力する。表示部3は、表示画像信号35に基づいて、内視鏡スコー
プ1が撮影した画像を表示する。ユーザーは、表示部3に表示される画像を観察し、診断を
行う。
【００３２】
　コンフィギュレーションが不可能であると判定された場合、コンフィギュレーションが
実行不可能となり処理が終了するが、別のプログラムデータが格納された外部記憶装置を
画像プロセッサ2に装着する、あるいは画像プロセッサ2をネットワークに接続する、とい
った動作をユーザーに促す内容の画像を表示してもよい。
【００３３】
　上述したように、本実施形態によれば、内視鏡スコープ1から送信されるプログラムデ
ータ13が画像プロセッサ2の論理回路20に対応しているか否かを判定し、プログラムデー
タ13が論理回路20に対応していると判定された場合に、プログラムデータ13に基づいて論
理回路20のコンフィギュレーションを行うことによって、画像プロセッサ2が有する論理
回路20に対応した適切なプログラムデータを用いてコンフィギュレーションを行うことが
できる。
【００３４】
　内視鏡スコープ1が論理回路20に対応していない場合、ユーザーは、表示部3に表示され
る所定の画像を確認することで、内視鏡スコープ1と論理回路20を対応させる方法を知る
ことができる。ユーザーは、プログラムデータと論理回路20の非対応により画像プロセッ
サ2が正常に動作しない状況においても、内視鏡装置が故障していると誤認識することは
ない。
【００３５】
　また、内視鏡スコープ1のプログラムデータ記憶部10として、書き換え可能な不揮発性
メモリを用いることで、電源の供給が無くてもプログラムデータが保持されると共に、デ
ータ処理プログラミングの更新が可能となる。
【００３６】
　本実施形態では種々の変更が可能である。例えば、本実施形態では、論理回路20がFPGA
であるとしているが、論理回路20として、所定の回路を任意のタイミングで構成できるデ
バイスを用いるほかに、機械語の実行コードを含むプログラムデータに従って所定の動作
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を行う回路を含むデバイスを用いてもよい。例えば、論理回路20をCPUとし、プログラム
データを、CPUを動作させるプログラムデータとして構成すれば、内視鏡スコープに保持
されているプログラムデータにより、画像プロセッサの動作を決定することができる。
【００３７】
　また、プログラムデータ記憶部10は、不揮発性の記憶部であれば、FlashROM、HDD、SSD
のようなものを用いればよい。また、外部記憶装置4として、USBメモリ、SD、compact Fl
ashのようなものが利用可能である。さらに、表示部3は、文字等を表示する場合はモニタ
を用いることが望ましいが、画像プロセッサ2にLED等の表示部を設け、それらの点灯パタ
ーンによりユーザーに状況を伝えるようにしてもよい。
【００３８】
　（第2の実施形態）
　次に、本発明の第2の実施形態を説明する。図2は、本実施形態による内視鏡装置の構成
を示している。図2において、第1の実施形態で説明した構成と同一の機能を有する構成に
関しては、同一の符号を付与し、説明を省略する。本実施形態では、プログラムデータ記
憶部10に保存されているプログラムデータ13内にデバイス識別情報41が含まれる。このデ
バイス識別情報41は、プログラムデータ13が対応しているデバイスを示す情報である。
【００３９】
　コンフィギュレーション制御部22は、接続認識信号39に基づいて、内視鏡スコープ1が
画像プロセッサ2に接続されたことを認識すると、デバイス識別情報41を要求することを
示すデータ要求信号31を内視鏡スコープ1に送信する。接続認識信号39は、第1の実施形態
における識別信号32と同様に、内視鏡スコープ1と画像プロセッサ2が接続されていない場
合にプルアップによりHighレベルとなり、内視鏡スコープ1と画像プロセッサが接続され
た場合にLowレベルになる。なお、本実施形態のデータ要求信号31は、識別情報32とプロ
グラムデータ13のどちらを要求しているのかを、所定の信号パターンにより示すことがで
きる。
【００４０】
　データ要求信号31を受信した内視鏡スコープ1のメモリ制御部11は、プログラムデータ
記憶部10に保持されているプログラムデータ13内のデバイス識別情報41を読み出し、画像
プロセッサ2に送信する。コンフィギュレーション制御部22は、論理回路20に対応したデ
バイス識別情報を予めパラメータとして保持している。コンフィギュレーション制御部22
は、このデバイス識別情報と、接続された内視鏡スコープ1から受信したデバイス識別情
報41とを比較し、接続された内視鏡スコープ1のプログラムデータ記憶部10に保持されて
いるプログラムデータ13が論理回路20に対応しているか否か、すなわちコンフィギュレー
ションが可能であるか否かを判定する。
【００４１】
　コンフィギュレーションが可能であると判定された場合、コンフィギュレーション制御
部22は、プログラムデータ13を要求することを示すデータ要求信号31を内視鏡スコープ1
に送信する。データ要求信号31を受信した内視鏡スコープ1のメモリ制御部11は、プログ
ラムデータ記憶部10にアドレス14を出力し、プログラムデータ記憶部10に保持されている
プログラムデータ13を読み出して画像プロセッサ2に送信する。以降の処理は第1の実施形
態と同様であり、プログラムデータ13に基づいて論理回路20のコンフィギュレーションが
行われる。
【００４２】
　また、コンフィギュレーションが不可能であると判定された場合、第1の実施形態と同
様に、論理回路20に対応するプログラムデータを取得する手段がユーザーに通知され、論
理回路20に対応するプログラムデータを取得できた場合に、論理回路20のコンフィギュレ
ーションが行われる。
【００４３】
　第1の実施形態では、内視鏡スコープ1の種別を示す識別信号32に基づいて、プログラム
データ13が論理回路20に対応しているか否かの判定を行っており、内視鏡スコープ1の種
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別と識別信号32の関係は1対1の関係である。このため、製品の販売時期等の影響で、同じ
種別の内視鏡スコープ1に対応するプログラムデータ13の種類が複数ある場合に、識別信
号32で複数のプログラムデータを識別することができず、対応できない。
【００４４】
　これに対して、本実施形態では、内視鏡スコープ1のプログラムデータ13にデバイス識
別情報41が格納されており、デバイス識別情報41に基づいて、プログラムデータ13が論理
回路20に対応しているか否かを判定することが可能である。このため、同一種別の内視鏡
スコープ1において、製品の販売時期等に応じてプログラムデータ13が異なる場合でも、
デバイス識別情報41に基づいて適切なプログラムデータを判別し、取得することができる
。
【００４５】
　本実施形態では種々の変形が可能である。例えば、本実施形態のデータ要求信号31は、
1ビットの信号線に順次出力される所定の信号パターンでもよいし、複数の信号線に同時
に出力される所定の信号パターンでもよい。また、プログラムデータ13内にデバイス識別
情報41が含まれているが、プログラムデータ記憶部10の別々の領域に、プログラムデータ
13とデバイス識別情報41を格納してもよい。
【００４６】
　（第3の実施形態）
　次に、本発明の第3の実施形態を説明する。図3は、本実施形態による内視鏡装置の構成
を示している。図3において、第1、第2の実施形態で説明した構成と同一の機能を有する
構成に関しては、同一の符号を付与し、説明を省略する。本実施形態では、デバイス識別
情報42を含むプログラムデータ40が外部記憶装置4に保持されている。このデバイス識別
情報42は、プログラムデータ40が対応しているデバイスを示す情報である。さらに、内視
鏡スコープ1のプログラムデータ記憶部10に、デバイス識別情報41を含むプログラムデー
タ13とは別のプログラムデータを保持できるリザーブ領域61が設けられている。
【００４７】
　第2の実施形態と同様に、コンフィギュレーション制御部22は、接続認識信号39に基づ
いて、内視鏡スコープ1が画像プロセッサ2に接続されたことを認識すると、内視鏡スコー
プ1に保持されているプログラムデータのデバイス識別情報の出力を要求することを示す
制御信号55を内視鏡スコープ1に送信する。制御信号55を受信した内視鏡スコープ1のメモ
リ制御部11は、プログラムデータ記憶部10に保持されているプログラムデータ13のデバイ
ス識別情報41と、リザーブ領域61に格納されているプログラムデータのデバイス識別情報
とを読み出し、画像プロセッサ2に送信する。なお、リザーブ領域61が未使用状態である
場合、メモリ制御部11は、リザーブ領域61のデバイス識別情報として、どのデバイス識別
情報とも一致しない情報（例えば全てのビットが0の情報など）を送信する。
【００４８】
　コンフィギュレーション制御部22は、論理回路20に対応したデバイス識別情報を予めパ
ラメータとして保持している。コンフィギュレーション制御部22は、このデバイス識別情
報と、接続された内視鏡スコープ1から受信したデバイス識別情報とを比較し、接続され
た内視鏡スコープ1のプログラムデータ記憶部10に保持されているプログラムデータ13が
論理回路20に対応しているか否か、すなわちコンフィギュレーションが可能であるか否か
を判定する。
【００４９】
　内視鏡スコープ1から受信したデバイス識別情報の中に、コンフィギュレーション制御
部22が保持しているデバイス識別情報と一致するものがあった場合、コンフィギュレーシ
ョンが可能であると判定される。また、内視鏡スコープ1から受信したデバイス識別情報
がいずれも、コンフィギュレーション制御部22が保持しているデバイス識別情報と一致し
なかった場合、コンフィギュレーションが不可能であると判定される。
【００５０】
　コンフィギュレーションが可能であると判定された場合、コンフィギュレーション制御
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部22は、コンフィギュレーション制御部22が保持しているデバイス識別情報と一致したデ
バイス識別情報を有するプログラムデータを要求することを示す制御信号55を内視鏡スコ
ープ1に送信する。制御信号55を受信した内視鏡スコープ1のメモリ制御部11は、プログラ
ムデータ記憶部10にアドレス51を出力し、プログラムデータ記憶部10に保持されている、
制御信号55が示すプログラムデータを読み出し、プログラムデータ56として画像プロセッ
サ2に送信する。以降の処理は第1の実施形態と同様であり、プログラムデータ56に基づい
て論理回路20のコンフィギュレーションが行われる。
【００５１】
　また、コンフィギュレーションが不可能であると判定された場合、コンフィギュレーシ
ョン制御部22は、表示部3に出力する表示画像信号35を切り替えるための表示切替信号36
を表示制御部21に出力する。表示制御部21は、表示切替信号36が入力されると、表示部3
に出力する表示画像信号35を、論理回路20で処理された処理後画像信号34から、表示制御
部21の内部で生成される所定の画像信号に切り替える。
【００５２】
　コンフィギュレーション制御部22は、外部記憶装置4が接続されたことを認識すると、
外部記憶装置4からデバイス識別情報42を読み出し、デバイス識別情報42と、コンフィギ
ュレーション制御部22が保持しているデバイス識別情報とを比較し、接続された外部記憶
装置4に保持されているプログラムデータ40が論理回路20に対応しているか否か、すなわ
ちコンフィギュレーションが可能であるか否かを判定する。判定方法は、内視鏡スコープ
1から受信したデバイス識別情報に基づく判定の方法と同様である。
【００５３】
　コンフィギュレーションが可能であると判定された場合、コンフィギュレーション制御
部22は外部記憶装置4からプログラムデータ40を読み出し、プログラムデータ40を論理回
路20に出力し、コンフィギュレーション制御信号33により論理回路20のコンフィギュレー
ションを実行する。コンフィギュレーションが完了した後、コンフィギュレーション制御
部22は、外部記憶装置4から読み出したプログラムデータ40を内視鏡スコープ1に送信する
。内視鏡スコープ1のメモリ制御部11は、受信したプログラムデータ40をプログラムデー
タ記憶部10のリザーブ領域61に保存する。
【００５４】
　同じ内視鏡スコープ1が画像プロセッサ2に再び接続された場合、コンフィギュレーショ
ン制御部22は、内視鏡スコープ1から受信した複数のデバイス識別情報の中から、論理回
路20に対応するデバイス識別情報42を認識すると、内視鏡スコープ1にプログラムデータ4
0を要求する制御信号55を送信する。制御信号55を受信した内視鏡スコープ1のメモリ制御
部11は、プログラムデータ記憶部10からプログラムデータ40を読み出し、画像プロセッサ
2に送信する。以降の処理は第1の実施形態と同様であり、プログラムデータ40に基づいて
論理回路20のコンフィギュレーションが行われる。
【００５５】
　また、コンフィギュレーションが不可能であると判定された場合、第1の実施形態と同
様に、論理回路20に対応するプログラムデータを取得する手段がユーザーに通知され、論
理回路20に対応するプログラムデータを取得できた場合に、論理回路20のコンフィギュレ
ーションが行われる。
【００５６】
　本実施形態では、論理回路20に対応していないプログラムデータのみを保持している内
視鏡スコープ1に、論理回路20に対応するプログラムデータ40を保持させるようにするこ
とで、2回目以降に内視鏡スコープ1が画像プロセッサ2に接続された場合には、画像プロ
セッサ2を通常と同様に使用することができる。したがって、2回目以降は、外部装置等か
らプログラムデータを再度取得する必要がなくなり、内視鏡スコープ1を画像プロセッサ2
に接続するたびに外部装置等を画像プロセッサ2に接続する作業を省略することができる
。
【００５７】
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　本実施形態では種々の変形が可能である。例えば、本実施形態では、外部記憶装置4内
にプログラムデータ40が保持されているが、画像プロセッサ2をネットワークに接続し、
ネットワーク上のデータベースに保持されているプログラムデータ40を取得する方式に変
更することも可能である。また、本実施形態では、リザーブ領域61は1つしか確保されて
いないが、2つ以上のリザーブ領域を確保してもよい。
【００５８】
　（第4の実施形態）
　次に、本発明の第4の実施形態を説明する。図4は、本実施形態による内視鏡装置の構成
を示している。図4において、第1、第2、第3の実施形態で説明した構成と同一の機能を有
する構成に関しては、同一の符号を付与し、説明を省略する。本実施形態では、第1、第2
、第3の実施形態におけるメモリ制御部11がメモリ制御部70に変更されている。内視鏡ス
コープから画像プロセッサにプログラムデータが送信されている間に、外乱の影響を受け
てプログラムデータが画像プロセッサで正しく受信できず、プログラマブル集積回路の構
成に失敗する可能性がある。そこで、本実施形態では、適切なプログラムデータを取得で
きずプログラマブル集積回路の構築に失敗した際のリスクを軽減するため、外乱の影響な
どによって、コンフィギュレーション制御部22がプログラムデータ13の受信に失敗し、論
理回路20のコンフィギュレーションに失敗した際に、内視鏡スコープ1に対して再度デー
タ要求信号31を送信する。
【００５９】
　第1の実施形態と同様に、コンフィギュレーション制御部22は、内視鏡スコープ1が画像
プロセッサ2に接続されたことを認識すると、内視鏡スコープ1の種別を識別する識別信号
32と、コンフィギュレーション制御部22が保持している内視鏡スコープの識別信号の情報
とに基づいて、内視鏡スコープ1のプログラムデータ記憶部10に保持されているプログラ
ムデータ13が論理回路20に対応しているか否か、すなわちコンフィギュレーションが可能
であるか否かを判定する。
【００６０】
　コンフィギュレーションが可能であると判定された場合、コンフィギュレーション制御
部22は内視鏡スコープ1にデータ要求信号31を送信する。データ要求信号31を受信した内
視鏡スコープ1のメモリ制御部70は、プログラムデータ記憶部10にアドレス14を出力し、
プログラムデータ記憶部10に保持されているプログラムデータ13を読み出して画像プロセ
ッサ2に送信する。
【００６１】
　コンフィギュレーション制御部22は、受信したプログラムデータ13を論理回路20に出力
し、コンフィギュレーション制御信号33により論理回路20のコンフィギュレーションを実
行する。コンフィギュレーションが完了した後、コンフィギュレーションの完了を通知す
るコンフィギュレーション完了信号を含むコンフィギュレーション制御信号33が論理回路
20からコンフィギュレーション制御部22に出力される。コンフィギュレーション制御部22
は、論理回路20に全てのプログラムデータ13を出力した後、コンフィギュレーション完了
信号がHighレベルになることを検知することによって、論理回路20のコンフィギュレーシ
ョンが完了したことを認識する。
【００６２】
　外乱の影響などによって、コンフィギュレーション制御部22が受信するプログラムデー
タ13に誤りが生じた場合、論理回路20は正常にコンフィギュレーションされず、コンフィ
ギュレーション完了信号を出力することができない。よって、コンフィギュレーション制
御部22は、コンフィギュレーションを開始してから経過した時間を計測し、所定の時間を
超過してもコンフィギュレーション完了信号が入力されない場合は、受信したプログラム
データ13に誤りがあると判定し、内視鏡スコープ1にデータ要求信号31（再送信号）を再
度送信する．
【００６３】
　図5に示すように、データ要求信号31を受信したメモリ制御部70は、プログラムデータ
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記憶部10にアドレス14を出力し、プログラムデータ記憶部10に保持されているプログラム
データ13を読み出して画像プロセッサ2に送信する（1回目の送信）。続いて、メモリ制御
部70はデータ要求信号31を再度受信する。再送が発生するということは、通信状態に問題
が生じている可能性が高い。そこで、メモリ制御部70は、前回よりも遅い周期でアドレス
14をプログラムデータ記憶部10に出力し、プログラムデータ記憶部10に保持されているプ
ログラムデータ13を読み出して画像プロセッサ2に出力する（2回目の送信）。これにより
、2回目の送信時のプログラムデータ13の送信速度（転送速度）は1回目の送信時のプログ
ラムデータ13の送信速度（転送速度）よりも遅くなる。
【００６４】
　なお、送信速度の変更を行うには内視鏡スコープ1と画像プロセッサ2との間で調停を行
う必要があるが、データ要求信号31を契機に送信速度を双方で所定の設定値に変更するよ
うにすればよい。あるいは、いずれか一方が同期用のクロック信号を出力し、他方がその
クロック信号を用いてデータを受信するよう構成すれば調停処理は必要ない。
【００６５】
　本実施形態では、外乱などの影響によってコンフィギュレーション制御部22がプログラ
ムデータ13の受信に失敗し、論理回路20のコンフィギュレーションに失敗しても、内視鏡
スコープ1にプログラムデータ13の再送を要求することで、論理回路20のコンフィギュレ
ーションを再度実施することができる。さらに、メモリ制御部70が送信速度を落としてプ
ログラムデータ13を再度送信することによって、プログラムデータ13の伝送をより確実に
行うことが可能になり、結果として論理回路20のコンフィギュレーションに失敗するリス
クを低減することができる。
【００６６】
　本実施形態では、種々の変更が可能である。例えば、コンフィギュレーション制御部22
がデータ要求信号31の出力回数を保持し、データ要求信号31の出力回数が所定の回数まで
達した際にはデータ要求信号31の送信を停止し、プログラムデータの受信に失敗した旨を
、表示装置やブザーなどでユーザーに通知してもよい。
【００６７】
　（第5の実施形態）
　次に、本発明の第5の実施形態を説明する。図6は、本実施形態による内視鏡装置の構成
を示している。図6において、第1、第2、第3、第4の実施形態で説明した構成と同一の機
能を有する構成に関しては、同一の符号を付与し、説明を省略する。本実施形態では、第
4の実施形態におけるメモリ制御部70がメモリ制御部80に変更され、第1、第2、第3、第4
の実施形態におけるコンフィギュレーション制御部22がコンフィギュレーション制御部81
に変更されている。データ要求信号31を受信したメモリ制御部80は、プログラムデータ記
憶部10から読み出したプログラムデータ13を複数回送信し、コンフィギュレーション制御
部81は、受信したプログラムデータ13そのものから受信の成否を検知するという点で本実
施形態は第4の実施形態と異なる。
【００６８】
　第1の実施形態と同様に、コンフィギュレーション制御部22は、内視鏡スコープ1が画像
プロセッサ2に接続されたことを認識すると、内視鏡スコープ1の種別を識別する識別信号
32と、コンフィギュレーション制御部22が保持している内視鏡スコープの識別信号の情報
とに基づいて、内視鏡スコープ1のプログラムデータ記憶部10に保持されているプログラ
ムデータ13が論理回路20に対応しているか否か、すなわちコンフィギュレーションが可能
であるか否かを判定する。
【００６９】
　コンフィギュレーションが可能であると判定された場合、コンフィギュレーション制御
部22は内視鏡スコープ1にデータ要求信号31を送信する。データ要求信号31を受信した内
視鏡スコープ1のメモリ制御部80は、図7に示すように、プログラムデータ13を構成する（
プログラムデータ13を分割した）個々のデータ（D0，D1，D2，・・・）に対応するアドレ
ス14をプログラムデータ記憶部10に順次出力し、プログラムデータ記憶部10に保持されて
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【００７０】
　メモリ制御部80は、読み出したプログラムデータ13を内部で一旦保持し、プログラムデ
ータ記憶部10からデータを読み出した速度の2倍の速度で、2回ずつ、プログラムデータ13
の個々のデータ（D0，D1，D2，・・・）を画像プロセッサ2に送信する。コンフィギュレ
ーション制御部81は、プログラムデータ13内の同一位置のデータを単位として、1回目に
受信したデータと2回目に受信したデータとを順次比較する。つまり、コンフィギュレー
ション制御部81は、プログラムデータ13を構成するデータD0，D1，D2，・・・の各データ
について、1回目に受信したデータと2回目に受信したデータとを順次比較する。
【００７１】
　プログラムデータ13を構成する全てのデータ（D0，D1，D2，・・・）について、1回目
に受信したデータと2回目に受信したデータの値が一致する場合、コンフィギュレーショ
ン制御部81は、正しいデータを受信できたと判断し、受信したプログラムデータ13を論理
回路20に出力し、コンフィギュレーション制御信号33により論理回路20のコンフィギュレ
ーションを実行する。1回目に受信したデータと2回目に受信したデータの値が一致しない
場合、コンフィギュレーション制御部81は、コンフィギュレーション完了信号がHighレベ
ルになることの検知を待たずにデータ要求信号31を内視鏡スコープ1に再度送信する。図7
では、データD2に関して、1回目に受信したデータと2回目に受信したデータの値が一致し
ないため、データ要求信号31が送信されている。データ要求信号31を再度受信したメモリ
制御部80は、プログラムデータ記憶部10からプログラムデータ13を再度読み出して画像プ
ロセッサ2に送信する。このとき、プログラムデータ13を構成する先頭のデータD0から、1
回目の送信と同様に、プログラムデータ13の個々のデータ（D0，D1，D2，・・・）を2回
ずつ画像プロセッサ2に送信する。
【００７２】
　第4の実施形態では、プログラムデータ13を構成する全てのデータの受信が完了するま
で、コンフィギュレーションが正常に終了したか否かを判定できないが、本実施形態では
、プログラムデータ13を構成するデータの不一致を検出した時点で内視鏡スコープ1にプ
ログラムデータ13の再送を要求することができる。よって、より早い段階で再送処理が行
えるため、画像表示が可能になるまでの時間を短縮することができる。
【００７３】
　本実施形態では、種々の変更が可能である。例えば、本実施形態では、プログラムデー
タ13を構成する個々のデータを送信する回数を2回としたが、より検知の精度を上げるた
めに送信回数を増やしてもよい。さらに、メモリ制御部80が、プログラムデータ13を構成
する個々のデータを3回以上送信し、コンフィギュレーション制御部81が、受信したデー
タの多数決を行い、受信するデータのうち、例えば半数以上が一致していれば、プログラ
ムデータ13を訂正するようにしてもよい。
【００７４】
　以上、図面を参照して本発明の実施形態について詳述してきたが、具体的な構成は上記
の実施形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含ま
れる。
【符号の説明】
【００７５】
　1・・・内視鏡スコープ、2・・・画像プロセッサ、3・・・表示部、10・・・プログラ
ムデータ記憶部、11，70，80・・・メモリ制御部（送信部、受信部）、12・・・撮像部、
20・・・論理回路（処理部）、21・・・表示制御部、22，81・・・コンフィギュレーショ
ン制御部
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